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論

説

交
通
の
意
義
ご
交
通
論

の
問
題

交
通
の
意
義
ぐ」交
通
論
の
問
題

第
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號

ゐ
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二
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四

小

島

昌

太

郎

一

通
覗

F
針
す
る
批
評

一

一
一

交
通
の
意
義

一

一昌

交
通
論

の
.問
題

陶
.
通
読
に
封
ず
る
批
評

ノ

交
通
の
意
義

に
就
て
諦
學
者
の
與
う
る
説
明
を
見

る
に
、
其
説
く
所
固
よ
り

ゴ
な
ら
ざ
れ
こ
も
、
.之
に
廣
狭

の

二
義
若
し
く
は
三
義
あ
り

ご
な
す
黙
に
至
っ
て
は
概
ね
皆
同
意
見

で
あ
る
。
所
謂
廣
義
狭
義

巴
は
、』
唐
ふ
逡
も
な

く
、
前
者
が
全
部
、
後
者
が
そ
の

一
部
な
る
關
係
に
在
り
&
な
す

の
で
あ
る
。
今
、
試
に
ボ
ル
ク
ト
の
説
く
所
を

見

る
に
・
其
輩

認

に
は
次
の
㌍

説
明
さ
れ
て
あ
る
。
但
し
括
孤
内
の
邦
文
は
私
の
補
筆
し
た
る
所
で
あ

.

る

。

く
ユ
す
ギ「

交
通

ε
云
ふ
言
葉
は
、
日
常
用

語
よ
り
経
済
學

上
の

用
語

こ
な
り

た

る
他

の
多

く

の
言
葉

ε
同
様

に
、
多

…
様

の
意
義

を
有

っ
て
居

る
。

最
も
概
括
的

に
之
を
解

ず

る
な

ら
ぜ
、
『
交
通
』
ご
臓
人

々
相
互

の
關
係

の
全
麗

を
謂

ふ
。
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.

.溝
が
滋
麟

暴
露
義
ゆ
於
励
む
交
通
な
鶏
も

の
は
、
、
人
か
の
縄

佛
鴨
鱈
鷺

.が
自
然
的
に
制
限
せ
ら
れ
居
る
こ
ご

,

の
必

然

の
結
果

で
あ
る
。

(
人

々

の
給
付
能
力

に
限
度

あ
り
差

異
あ

る
結
果

ε
し
て
、相

互

に
有
無
相
蓮

中

る

こ
ご
が
必

要

で
あ

る
。

さ
れ

ば
)
人
聞

に
は
肚

曾
を
成

す

ε
云

溺
こ

ご
、
他
人

ε
結

び
付

く
ε
云
ふ
ご

ε
、.

が
避

く

ぺ
か
ら

ざ

る
必
要

で
あ

る
。

人
類
源
始

の
生

活

に
於

て
は
、
他
人

ε
の
關

係
は
縫

ひ
甚

だ
稀
薄

で
あ

っ
π

に
し

て
も

、
そ
れ

が
全

く
無

か

っ
た

の
で
は
な

い
。

(故

に
最
廣

義

の

交

通
な

る
も

の
は

人
類

の
歴

史

亡
共

に
始

ま

る
。
)

、
.
.

・
.

`
.

`
　
.
.・
・
、

・

こ

の
最
廣

義

の
交

通

に
就

て
論
述

す

る
こ
ピ
が
本

書

(交

通
論

)

の
目
的
た

る
の
で
は
鶴

い
。
此
組
題

を

(全

部
)取

扱

ふ
こ
ε
は

一
個
入

の
力

の
及
ぶ
能

は
ざ

る
所

で
あ

る
。

人
間

生
活

の
如
何

な

る
範

圃

に
て
も

、
.

こ

の
意
味

に
於

け

る
交

通

の

一
部

ε

し
て
取
扱

は
れ
得

ざ

る
も

の
は
無

い
の
で
あ

る
か
ら
。

ロ
ヒ
ノ
　
　
で

ロ

ユ

二
二

　
ニ

む
ツ
ゆ
ぐ

ほ
ロ
　オ

　
プ

　
ニ

経
済
上

の
交
通

1

そ
は
経
済
上

の
給
付

や
財
貨

を

交
易

す
る
{
ざ

の
全
般

(山
。.
σq
。
・。、
∋
房

臣
嗜

野

'く
【「一ω。ゴ
㊤
露

塾
臼

目
。
翼
巷
ぴq
8

ρ菖
砒
9

仲興
)
.を
揖
差

し

て
謂

ふ
の
で

あ
る
が
一

之

も
亦

本
書
論
述

の
目
的

　
リ
こ
れ
　
ゴ
く
ロ
リ
オ
　
げ
れ

た
る
の
で
は
な
い
。
「
経
済
上
の
交
通
」
ε
云
ふ
場
合
に
は
、
交
通
取
引

の
総
て
の
形
、
緬

て
の
現
は
れ
が
入

ヨ

ヨ
ア
を

　
ズ
カ
ぴ
コ

ロ　
いコ
ロ
コ
く
ゆ
　げ
ゆ
ゴ
ヨ

リ
ヨ
ム
ゆ
ぢ
く
き
オ
ゆ
び
ゴ

わ
ぎ
ゆ
　
く
ロ
　オ
を

　
ロ

　
ゆ
ヨ
く
ロ
　
ア
ゆ
ア
　

オ
　

ヨ
ドく
ヨ
ド
ロげ
　
　

つ
て
乗

る
。

そ
は
市
場

取
引

、
取
引
所
取

引
、
商

業

取

引

、
貨
物

取
引

、
金
競
取
引

、
信

用
取
引

其
他
之

・

ε
類
似

の
取
引

ε
し
て
現

は
れ
得

る
も

の
で
あ

る
。
若

し
も
『
交

通
」
な

る
概

念

に
、
樹

こ
れ

よ
り
も
狭

ぎ
限

界

が
な

い
も

の
な
ら

ば
、

(交
通
論

ε
題
す

る
)走
書

に
於

て
は
、
経

済
學

の
問

題

の
殆

ご
総

て
を
論
述

せ

ね

論

説

交
通
の
意
義
ご
変
通
論
の
問
題

第
十
巻
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二
號

九
九
)

二
五
五



嘉

観

交
通
の
糞

垂

需

の
蟹

第
衷

(第
二
號
.
一
・
9

二
五
六

庸

な

畠

で
あ
ら
う
。
.

・
.
.
.
.

一

(然
る
に
釜

な
る
概
念
に
に
、
更
に
狭
、.限
界
が
・
・
。
而
し
て
蓑

・
蕊

が
・
常
用
語
於

・
羅

馬

普
通
に
用

ゐ
ら
れ
て
居

る
。
今
日
只
軍

に
交
通
ε
云
ふ
場
合
に
は
、
實
際
、
人
間
、
財
貨
井
ぴ
に
報
知

の

場
所
的
移
動

(阜

尋

見
幕

岡
・
垂

藷

藷

…

℃
・…
　

・
層'
Ω
量

;

隻

・
・耳

窪
①ε

よ
り
他

の
こ

ご
を
意
味
す

る
の
で
は

な
い
。
即

ち
普
通

に
運

送
及

び
逝
信

(日
暈
一著
9

-
茸

山
国
。
日
日
・島
パ
豊

8
罫

。3
↓

.

ε
謂

は

る

、
所

の
も

の
を
云

ふ
の

で
あ

る
。
本
論

に
於
.て
取
扱

ふ
所

も
即

ち
此
意
味

の
交
濫

で
あ

6
。

成

・
レ

き

馨

所
霧

朋
の
離
隔
、蟹
克
服
す
島

あ
る
。
勿
論
、
こ
の
場
所
の
離
隔
な
る
も
の
が
・

人
間
に
妨
碍
を
な
す
唯

一
の
も
の
で
は
な
い
。
時

の
離
隔
も
亦
人
な
る
妨
碍
で
あ
る
。
.學
者

の
中
に
は
、
例

一へ
ば

ク

二
一

ス

(
内
昌
騨

)
や

ロ

ッ

シ

ヤ

(
児
。
ω
。
簿

「
)

の

如

く

、

こ

の

「
時

の

妨

碍

」
を

克

服

す

る

こ

ε

を

も

、

旗

藷

交
通
の
中
・
含
め
し
・
ん
手

・
む
の
が
少
か
皐

あ
・
。
併
し
乍
ら
.
時
の
藷

裟

そ
の
薙

…

芸

ふ
こ
ε
は
、
本
家
の
意
義
に
於
て
は
、
只
、
相
落

す
る
聴
代
の
關
係
に
就
き
て
の
み
吉
ひ
得
る
の
で

ゑ

。
で

る

「
鷺

妨
碍
」
・
、
募

二

・
(亘

が

「螺

繕

攣

ご
巧
に
吉
ひ
躄

る
所
の
も

、

…
の
に
よ

っ
て

の
み
克

服

せ
ら
る

ン
。
狭
義

の
交
通

な

る
官
業

は
、
故
ら

・に
曲

げ
て
用

う
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
.

一
之

に
は
嘗
て
嵌

ま
ら
な

い
。

.

.

・
二

,



、、、
、覧
.報

知
の
交

換
、
.
財
貨

の
交
換

、
.井

ぴ

に
人

の
交
通

の
際

に
生
室

る

『
時

の
.損
失
』

は
、
之
を
本

来

の
意
味

に
於

け
る

『
時

の
妨

碍
」

ざ
看
做

し
て
は
な
ら

ぬ
。

ε
云
ふ
は
、

そ
れ

が
本

原
的

の
も

の
に
あ

ら
申
し

て
.
,
.

ρ

人
や
財
貨
が
場
所
的
に
離
隔
さ
れ
て
居

る
と
云
ふ
事
實
よ
り
生
す

る

一
結
果

π
る
に
渦
ぎ
ヂ
、
且

つ
場
所
的

離
隔
が
克
服
せ
ら
る
＼
速

さ
ご
同

一
の
程
度
に
於

て
減
少
す

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

要
す

る
に
交
通
な

る
概
念
は
、
此
庭

(本
論
)
で
は
場
所
の
離
隔
を
克
服
す
る
ε
云
ふ
ご
ビ
に
限
ら
る

べ
き

で
あ
る
。
從

っ
て
交
通
機
關
な

る
も
の
は
、
場
所
の
離
隔
を
克
服
す
る
こ
・し
を
目
的
漣
す
る
所

の
手
段
及
び

設
備
の
全
般
を
云
ふ
の
で
み
る
。

右
の
如
く
馨

を
決
定
す
る
こ
ご
球
よ
-
て
「
本
蕩

目
的
な
協

の
も
㊨
が
、
調
家
學
の
弛
の
遷

周
す
.る
も

の
と
截
然

分
別

せ
ら

る

、
。
」

右

の
説
明

を
談

ま
ば
、
談
者

は
、

ボ

ル
ク
ト
は
「
交
逼
」
に

最

.

廣
義

に
於

て
は
人

々
杜

瀦

-

謳

[
に
撚

琵

話

調
、、

,
濟

の
範
園

に
厨

葛

間
q
「
.,,即
ち
純
濟
上
の
交
通
を
意
味
し
、
.狭
義
に
於
て
は

上
の
交
逼

ε
謂
ふ
も

の
よ
り
更
に
其
意
味
狭

℃
剛
人
聞
、
財
貨
、
-霧

移
動
の
み
を

'
す

る
こ
し
て
拒

る
こ

ε
が
明

か
で
あ

ら
う
。

、

*

交
通

ε
云

ふ
概

念
を

右

の
如

く

、
全

部
ご
部
分

ご
の
關

係
を
有
す

る
廣
狭

の
二
義
若

し
く

は
三
義

に
解
説
ず

る

論

説

交
藏
の
意
義
ご
交
通
論
の
問
題

第
十
巻

(第
二
號

一
Q
一
)

二
五
七

*a.a.0.,S.一f(.



…
論

説

憲

の
意
讐

交
鶉

の
問
題
.

第
喜

(第
二
號

δ

二
》

二
五
入

摘

よ
り
ズ

ク
ト
.の
み
で
は

な

い
。

か
の

・
グ
.↑

、

シ
ュ
モ
ソ
ラ
ァ
、
多

・
チ
声

、

ザ
・
ク
鑑

も
亦
・
紙

誌

婁

内
歪

・
・
各
多

岩

相
蓮
・
れ
・
肇

狭
義
・
關
係
・
於
・
解

熱
窒

・
て
・
里

徹
に
閏
で
忌

鰭一ご

む

ヨ

ら

ソ

.

る

o
.

・
.
.
.

.

「
.
:
..

飢
寒

鵡
鰭
ド鰭
糖
読
解
薄
繍
紬羅
無
難
n維
蝦
離
贈
　噸　

ヒ

じ

.

で
あ
る
な
ら
ば
、
更

に
之
を

憂

の
標
準
に
よ
り
其
藷

を
狭

を

も
、
そ

の
も

の
即
ち
所
謂
廣
義
の
交
通
な
る
.

㎏
醜

　

も
、
本
質
に
於
て
　

は
・
人
萎

の
・
係
・
あ
・
ね
・
　

・
.
・
聲

圭

度
垂

定
・
標

灘
　

　

準
に
て
農

麗

る
狭
義
。
交
響

る
も
。
、
、
や
誉

、
人
と
人
ぜ
の
關
係
・
あ
・
ね
ば
な
畠

.
軍

・
・

賦
朧

む

ヨ

…
が
贋
義
の
交
通

ご
し
て
認
む
る
所
、帥
ち
所
謂
経
済
上

の
交
通
ご
し
て
認
む
る
所
を
見
れ
ば
、経
済
上
の
給
付
や
財

㎞
罫

募

交
易
す
る
こ
ξ
の
全
般
で
あ
・
芸

ふ
の
で
あ
・
か
ら
、彼
髭

の
磨

於
て
は
、震

義
の
釜

已

て
認

.欝

諜

　

ロロ

　

ゼ

め
た

る
人
ε
人
`
の
關
係
ε
云
ふ
こ
ご
よ
ゲ
脱
出
し
て
は
居
な
い
。
然

る
に
狭
義
の
交
通
ε
し
て
説

く
所
を
見

軋

麟
脚

…
。
、人
聞
、財
貨
、#
ぴ
に
報
知
の
場
所
的
移
動
ご
云
ひ
て
、人
天

・
の
關
係
・
あ
・
ざ
　

の
霜

含
…

て
.

調

謙

　

　

.

居

る
。
私
は
人
間
、
財
貨
井

ぴ
に
報
知
の
場
所
的
移
動
が
交
通
な
る
こ
ご
、及
び
日
常
用
語
に
於
て
最
も
普
通
に
意

」
副
磁
蔵

じ

　
し

コ
　

…
味
す
る
所
の
も
・
が
文
正
に
乃
、れ
で
あ
る
こ
ご
、
・
は
何
等
の
疑
ひ
を
畳
ム

で
　

.
只
私
・
怪
奮

、
難

漁

…
人
間

の
場
所
的
移
動
ε
云
ぷ
中

に
は
、
例

へ
ば
軍
に
比
叡

に

…
登
り
し
て
蹄

っ
て
来

る
が
如
き
、
何
等
人
ご
人
.ご

・



ぢ

闘
懸

念

ざ
、を
.毎

穿

に
惣

ら
牽

震

薄

於
て
ざ
奏

冠
な
無

念
実

大

あ

關
係
薩

定
壽

・{

で

.

す
る
彼
が
、
之
を
嚢

の
交
聾

し
て
認
む
・
忌

で
あ

・
。
若
し
も
比
饗

山
ご
云
ふ
が
如
き
人
間
の
麗

な

る
誹

的
移
動
も
、
嚢

の
交
通
な
る
概
念
に
含
ま
ゑ

き
も
の
な
ら
ば
、

そ
は
震

義
の
交
連
に
も

當
然
含

:

㎝
ま
ゑ

き
筈
で
あ
・
。
癬

義
の
交
通
に
会
読

ざ
る
も
の
な
ら
ば
、
肇

の
交
通
に
は
當
然
含

ま
れ
得
ざ
る
筈

禰
鞍
敷
塑
灘
難
麗
磯
細鱗
譲
籍
観
賊
難
鯛
轡
ほ櫨

…『簾

華

、霧

舞

舞

護

.僻
㌍

.
そ
れ
・
み
・
て
・
人
天

・あ

關
係
に
変

る
も
の
を
以
て
蓋

ε

皿
な

せ
る
は
、
.果

し

て

『
交
通
」

の
眞
概
念

を
把
握

し
た

る
も

の

ε
云

ひ
得

る
で
あ

ら
う

か
。

一

第
二
に
廣
聾

し
く
は
最
廣
義
の
交
通
奮

も

の
を
認
む
る
翠
霞

、
概
ね
ボ
ル
タ
・
商

標
に
・
そ
れ
を
以

て
人

ざ
人
こ
の
關
係
の
全
般
で
あ
る
ご
云
ふ
。
併

し
乍
ら
、
廣
く
人
&
人
ピ
の
關
係
ε
云
ふ
中

に
は
、
例

へ
ば
甲
.

ぼ

財
産
を
有
し
乙

は
之
を
有
せ
す
ご
茸
ふ
様
な
關
係
」
若
し
く
は
、
丙
は
榮
典
を
有
し
丁
は
之
を
有
せ
す

ご
云
ふ

一
様
な
關
係
も
あ
る
。
侍

し
、
か
く
の
如
意
關
係
が
人
ご
人
ε
の
間

に
存
す
る
こ
ε
は
、
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も

之
を
交
連

ε
謂
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
故

に
交
通
は
人
ε
人
ε
の
關
係
な
れ
ざ
も
、
そ
の

「
切

の
闘
係
を
云
ポ
に
、

あ
豪

し
て
、
其
中

の
或
特
種

の
關
係
な
る
こ
亮

明
か
で
あ
る
。
而
し
て
其
或
特
別
の
種
類

の
契

る
か
を
明

か
に

せ
ざ
れ
ば
、
交

通

な

る
概

念
は
明
瞭

ε
な
ら

糧
で
あ
ら

う
。

…
論

睨

蓋

の
謹

棊

譜

の
墨

、

第
+
巻

(第
二
號

δ

三
}

二
五
九

*Borght,a.a.0.,S.146.
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一
論

説

文
漂

糞

・、交
遡
論
の
量

箏

巻

第̂
二
號
、δ

四
=

エ
6

諮

述
。
。
が
如
く
、
歪

ク
ト
の
如
・
説
・
ぞ

・
、
一

而
・
て
そ
は
釜

・
概
奮

説
明
す
る
暴

の
學

　

一
考

に
藷

、
る
態
度
で
・
・
が
⊥

釜

・
…

皇

馨

を
明
か
・
す
・
を
得
…

　

て
私
最

下
彼

噂

ご
多
少
異
る
立
場
堂

釜

の
概
密

説
明
す
・
で
あ
考

.

、
一

、
=

蓋

の

嚢
.
.

曝

↑
.

、な

,
.
.

.

翻

、
釜

　

蔓

・
霧

　

　

以
前
蟻

蚕

壽

別
を
認
め
驚

ぱ
な
紅

一
ご
思
ふ
。
第

一
義
第
こ
義
ご
云
ふ
は
薯

が
廣
狭

の
關
係
に
在
・
の
謂
で
は

・
い
・
警

せ
ぱ
讐

が
薯

の
部

薫

る
關
係
。
あ
る
の
謂
で
寒

・
。
同
じ
『
交
通
』
芸

ふ

;

の
吉
葉
で
・
・
が
、
之
・
　

三

つ
の
多
少

異
。
コ

併
し

一
は
在

し
て
他
は
詫

よ
叢

生
し
た
・
一

内
容
を
盲
ひ
養

す
も
の
な
る
を
塑

の
で
あ
」、

.

、
。
馨

、
希
-
贋

養

義
妄

毒

と

、
私
業

暴

一
案

二
善

云
直

別
を
乞

こ
芭
を
以
て
・

一
濫
に
害
葦

鉾

・
・
の
蓋

・
・
易

れ
・
、ξ

言
・
湾

　

「.一

.。

.h
ξ

　

.
晋

　
コ

堪

。
"
嵩
、。

戸,口
同日
。
。
『
一餌
コ
.、

.
く
Φ
ロ

ξ
。冒①
諺

旨
。
門

・,
『
四
=
訂
α
。
。

・
コ

二
季

『
Φ
昌
　

・
・

豊

8

彦

二
…

・
び
.
・
・量

。
;

8

「①
×
℃
「。
頃
ω.。
コ
ω

ヨ

p
・
、。
①
。
。
・冒・,
一切。
。
一目一

を
葺

び
①

垂

・

陣
;

二
二

藷

　

書

・量

・

壽

・豊

。
ξ

.
コ

象

葺

百
胃
..切
。;

..

(蘂

。
相
違
.、蒙

・
の
・
、
假
望

寛

野

相
袴

萎

か
・
・
場
食

{

決
・
奪

闊
に
附
・
奇

乞

も
の
焦.

.

.
。
二
。
の
慕

。
何
れ
宣

・
、
τ

、
霞

の
眞
禁

書
ひ
表
誉

れ
得
義

倉

・
セ

警

雷

慈

恵

く
部
書

箱

馨

る
叢



婁

鴛

繋

ぎ

ρ
発
ん
や
禦

贋
義

誉

育

芒

・
・
魔

一
盞

二
義
ご
云
ふ
は
・
見
解
の
椙
薔

基
　

曜
.

才

も
。
な
る
に
於
て
を
・
.
併
し
・
は
兎
為

、
私
が
釜

・
毒

念
・
説
・
す

・
に
…

号

・
人
髪

麻

房

關
孫
呉

き

蚤

・
始
差

笠

ば
な
ら
駐

ゆ

冠

て
、
吾
・
の
砒
塞

活
・
於
・
は
、
人
天

幕

庭

種
・
な
る
櫟

が
集

る
・
例

へ
ば
・
前
に

も

一
言

抽

一

芸

が
聖

、
・
・
財
産
・
有
・
乙
は
之
書

芸

云
・
關
係
あ
㌧

丙
は
盤

書

し
丁
は
之
書

手

鉦

=
至

撰

・
あ
・
.
を

る
關
億

、
假
呈

籐

蘭

係
美

き

ご
を
得
る
で
あ
ら
アフ
・
然
る
簗

累
.

繊

蕪
魏鰹

輪
警
〔談

論
縣

罎
補遍

…
人
天

あ

・
・
塁

撲

・
、
心
)若
　

は
財
募

移
動
あ
る
ミ

そ
こ
に

一
つ
の
交
晋

妄

ふ

㎜

の
で
あ
る
.
而
し
て
思
想
が
人
よ
り
人
・
健

・
雲

…

、
義

・
は
種
…

意
味
が
…

そ
は
叢

細

引
の
申
込
で
あ
を
こ
・
も
あ
り
、
塾

の
挨
拶
で
あ
…

も
　

、
議

治
上
・

署

餐

・

で
あ
…

㎞

.

も
あ

る
。
財

貨

が
人
よ
り

人

に
移
動

す

る
場

合

に
在

り
て
も
亦
撚

り
。

そ
は
費
買

な

る
こ
ご
あ
り
、
思
與
な

る
こ

皿

.

蕩

・
、
蓋

寒

・
こ
　

め
・
.
篁

善

於
・
釜

芸

ふ
場
倉

は
奮

る
攣

の
意
味
莟

ん
で
之

融

～

一

姦

絡
括
し
た
・
嚢

で
あ
る
。
從

っ
て
篁

義

・
於

て
は
、
入

夫

・
の
間

に
移
動
さ

る
意

想
が
あ
り
・
女

は

論

説

、
交
通
・
婁

奏

藷

・
膿

9

筆

巻

(第
二
號

一
。
f
)

二
六
一

・



…
講

読

交
通

の
嚢

ぐ、
交
藷

の
問
題

.

第
+
竺

第
二
號

三

八
)

二
六
二

・

喉

が
あ
る
ご
.困
ふ
、
そ
の
綴

、
財
碁

に
寧
ろ
雲

の
暴

・
・
.
・
れ
ば
、
笙

義
・
交
通
・
在
り
て

一
は
、
或
意
味
に
於
。
隷

て
が
人
の
釜

で
あ
・
.
何
暮

れ
ば
人
が
他

の
人
あ

周
忌

馨

し
く
は
財
墓

霞

け
渡
し
す
る
こ
。
を
交
通
ε
謂
ふ
の
で
あ
る
か
ら
.
又
他
・
意
味
・
於
・
は
、
笙

義
・
交
響

は
感

想
の

　
交
通
ご
財
貨
の
交
響

あ
る
の
・が
で
あ
る
.
何

ε
な
れ
ば
人

萎

の
　

移
動
・
・
得
・
・
　

綴

・島

、
一
横議
蕪

鶴

論
結
笥翫
擁

護

難

戦
劉
ゼ訳
解
.

暮

し
叢

齧

れ
窃

で
あ
る
か
ら
、
之
も
財
募

交
通
で
あ
・
.
警

策

霧

の
交
通
姦

に
分
類
せ
窒

す
れ
ば
、
謹

を
鍵

ご
婁

引
し
て
蕎

を
・濯

享

・
の
外
は
な
い
.
ぞ

て
、

・
れ
意

想
の
釜

繭

貨

の
交
通
ご
に
分
ち
得
る
。
而
・
て
糧

の
交
通
量

・
、
鑑

、
挨
拶
・

b
・・
"
餐

尋

共
緩

々
募

れ
・
財

.

貨

の
交
通
は
費
買
、
贈
與
、
掠
奪
等
其
他
種

々
に
分
れ
る
。
.

右
に
述
。
。
が
聖

、
篁

藷

於
・
交
響

至

場
食

・
、
人
天

揚

間
意

想
な
り
財
慕

あ

移

動

す
る
あ
る
を
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
・
・
綴

財
募

移
動
妄

ふ
・
忌

、人
叉

あ

問
に
或
關
係
農

立
せ

…
し
む
る
の
、
又
は
維
持
・
季

馨

し
-
は
漿

・
し
奉

る
も
・
で
・
を
・
啓

・
.・
或
關
係

を
成
立
せ

…
し
む
る
こ
ご
、
若
し
蔽

既
に
成
立
し
居
る
武
闘
係
を
難

ず

る
こ
嘉

・
此
場
曾

於

て
経

本
的
な
の
で
.あ

一
る
.
併
。
乍

、り
一、
人
ご
人
.・、
の
間

に
或
櫟

蔑

立
聾

す

る
こ
ミ

思
想
や
財
募

蕎

碁

動
せ
し
む
る



.

・
ざ
を
は
、
實
祭

募

・
關
係
・
あ
・
。
薯

?

し
・
讐

あ
る
こ
.毒

畢

疲

蒼

く
し
て
薯

琴

-

一
こ
ご
を
得

な

い
。
故

に
第

「
義

の
交
通
な

る
も

の
は

、
之

を
人

ご
人

と

の
間

の
絶

て
の
動
的
關

係
な
り

ご
見

る
も

苛

、
人
と
人
ご
窩

に
思
碍

募

移
動
す
る
こ
・手

遣

・
埼

穿

の
で
あ

…

れ
ば
・
篁

義
の
交

…
通
の
場
合
に
・
、
之
・

『董

芸

・
　

も
・
寧
義

・
本
語
・
は

『交
は

り
』
妄

ふ
方
が
・
装
具
誓

言
ひ
表
は
す

に
近

い
で
あ
ら
う
。

一

,

」
.
.
.
.
.
.

∵
,

一

人
ご
人
ε
の
距

『
交
・
ゲ
」
・
精
査

・
、
詩

思

馨

し
く
爵

貨
霧

動
せ
し
む
る
こ
嘉

要
す
る
は

蕪

ぶ
・
が
如
壽

・
.・
・
毛

書

事
者
・
眼
一

見
…

認

に
移
動
す
る
所
の
思
想
鹿

重

き

.

を
讐

、
且
つ
共
移
動
の
意
味
重

き
釜

直

孫

で
あ
・・
.
讐

乍
・
芝

篇

外
の
第
三
者
よ
り
見
れ
ば
・

.

塞

蕎

に
移
動
す
る
所
慮

管

財
慕

、
如
何
な
・
意
味
・
於
て
移
動
す

る
か
簸

て
問
ふ
所
に
あ
ら
季
・

　
只
萎

所
的
銘

し
云
ふ
ご
こ
の
み
に
・
が
曾

.
而
・
妻

・
亦
、
・釜

芸

・
概
蜜

・
曇

・
些
.

.

於
て
人
が
愚

や
財
貨
の
規

的
移
碧

惹
起
す
・
こ
喜

以
・
蓋

芸

ふ
量

る
・
整

些

愚
昧
に
於
て
謂

委

通
。
は
、
移
動
す
・
所
の
愚

や
財
貨
、
蓋

そ
の
移
動
の
意
味
吉

も
・
寧
ろ
場
所
的
移
動
妄

ふ
を

・

そ
の
こ
巨

難

の
重
漿

あ
る
。
然
る
に
欝

的
移
動
芸

ふ
を

・
薯

潅

い
て
之
寛

譲

・
場
所
的

移
動
を
な
す
も
の
意

想
や
財
墓

止
ま
ら
す
し
て
、
人
間
そ
の
も
の
は
場
留

移
動
を
な
す
所
の
寧

ろ
「尤
な
る

論

眈

交
蟄

蓑

、、釜

募

・
題
.

筆

貧

第
二
號

一
。
七
)

二
六

三



論

説

憲

の
嚢

・、釜

論
の
問
題

第
+
費

第
二
貌

δ

八
)

二
茜

も
の
で
あ
る
.
故
に
人
間

。
場
所
的
薪

ξ
・至

こ
・
も
釜

な
・
概
念

の
中

・
貪

る
忌

要

る
・

か
く
て
・

…
人
。
、
思
想
、
財
募

場
所
的
移
動
を
・
す
忌

を
総

・
皆
交
通

藷

ふ
・
・
れ
釜

な
書

葉

の
第

二
華

あ

る
.
樫

こ
の
第
二
義

。
交
禧

於
け
る
分
類

・
あ
・
て
は
、
人

・
釜

、
思
想

・
交
運

財
募

金

霜

封

.

立

す

る
こ

ご
を
得

る
。

篁

義
に
於
て
山金

ε
云
ふ
場
合
に
は
、
有
繋

・
が
如
↑
、
移
動
・
意
味
三

粟

野
に
付
・
・
如
何
な
る

意
味
に
於

て
移
動
す

る
か
を
轟

親
し
・
・
の
で
・

・
か
・
、
人

・
移
動

の
馨

長

て
も
・
そ
が
如
何
な
る
意

・味
に
あ

る
か
を
問
繁

、
凡
て
之
・
交
響

至

。
散

・
例

へ
ば
、
人

が
友
人

・
詩

宏

響

に
移
動
す
る
こ

毫

、
風
景
。
賞
す
る
爲
曽

移
動
す
る
こ
毫

、
瀧

鶴

・
課

す
・
欝

に
移
動
す

る
こ
毫

・
そ
の
移

一
動
、
れ
だ
け
茎

蓮
三

至

の
で
あ
る
.
友
人
を
訪
問
す

る
こ
譲

人
災

`
・
潔

な
る
が
啓

芝

は
第
二

一

善

交
響

る
ご
同
時
に
垂

義
・
交
通
…

が
、
風
景
養

・
ξ

は
人
兎

妻

は
自
磐

の
關
係

誘

,
、
礎

幽

に
馨

す
る
こ
昌

人
轟

磐

の
交
渉
で
あ
ゑ

・
・
之
・
笙

義
の
交
響

は
、云
へ
な

　
。
。
姿

人
。
訪
問
す
る
と
云
ふ
ご
・
も
、
之
垂

垂

金

毛

・
見

碧

き
・
は
・
相
互
間
愚

墾

或

…
は
遷

の
移
動
あ
・・
黙
・
見
・
の
で
・

.つ
・
.
友
人
・
家

へ
該

行
乞

毒

見
る
の
で
は
な
い
・
獣

之
は

笙

義
に
於
。
懸

想
の
交
通
と
云
ふ
分
類
・
畢

・
こ
ミ

…

然
・
量

「義
の
交
通
こ

し
て
之
を
見
る

妄

は
、
其
人
が
欝

的

に
移
動
す

・
忌

、
・即
ち
友
人

の
家

の
方

へ
歩
み
行
く
こ
喜

見
う
の
で
あ
る
・
瞥



此
場

合

に
は
人

の
交
通

ご
云

ぶ
部
類

に
入

る
こ

ピ

Σ
な

る
。・
.又
、
思
想

の
交
通

瀞
.財
貨
.の
交

通
費
云
ボ
「場
合
雌

で

藷

露

玉

、
之
商

標
に
笙

義
に
於
け
る
昂

二
善

於
け
る
謹

よ
り
て
、
其
見
る
所
を
異
に
す
る
は
前
に
葵

た

一
る
通

b

で
あ

る
。

　「

今
第

一
義

の
交
通
と
第
二
義
の
交
通

ε
を
比
較
し
て
見

る
に
、
第

一
義

の
交
通
に
於
て
は
、
.其
圭
艦
よ
り
見
れ

一

箱

て
が
人
の
交
通
で
あ
っ
て
・
其
護

よ
り
見
れ
意

想
の
交
通
島

募

交
響

だ
け
で
あ
る
・
然
る
に
第

　
　

コ

モ

三

義
の
交
通
に
於
て
は
、
そ
の
本
来
の
毒

ご
云
ふ
概
禽

極
め
て
稀
誓

な
b
、
或
・
寧
ろ
籠

に
附
せ
蕊

.

て
、
移
動
物
膿

ご
し
て
人
、
思
想
、
財
貨
の
三
者
が
相
樹
立
す
る
こ
ξ
》
な

る
。
故
に
比
熱
よ
り
見
る
も
第

一
義

の
交
通
と
第
二
義

の
交
通
ご
は
贋
義
狭
義
の
關
係
に
在
る
も
.の
で
無
き
こ
ε
明
か
で
あ
ら
ヲ
。
殊
に
人
ε
人
こ
の

關
係
に
あ
ら
ざ
る
も

の
は
、
笙

義

の
交
通
に
於
て
は
之
を
包
含
す

る
こ
巌

な
い
が
・
第
二
義

の
交
通
に
於
て

は
、
例

へ
ば
人
が
風
景
を
賞
し
又
は
紳
佛
に
参
拝
す

る
爲
め
に
場
所
的
移
動
を
な
す
こ
ご
な
ご
を
も
包
含
す

る
。

・

…
故
に
第

二
義
の
交
通
は
決
し
て
第

}
義

の
交
通
よ
り
も
狭
き
概
念
た
る
の
で
は
な
い
。
之
れ
私
が
廣
義
狭
義

の
匠

　
別
を
こ
ら
参
し
て
第

一
義
第
二
義
の
颪
別
を
ε
b
な
る
所
以
で
あ
る
。

次
に
第
二
義
の
交
通
に
於
て
は
場
所
的
移
動
ご
云
ふ
こ
ビ
に
概
念

の
重
黙
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
所

函

移
動
を
な
す
方
法
も
、
井
ぴ
に
其
移
動
を
幇
助
す

る
設
備
も
、
.亦
從

っ
て
重
き
を
置
か
る

と

ま

な
る
。
.而

…
し
て
こ
の
場
留

移
動
を
幇
助
す

る
設
備
は
之
を
交
遁
機
關

ご
云
ひ
、
場
所
的
移
動
を
架

方
法
は
、
思
想
の
交

論

眈

交
連

の
意
義

ピ
交
通
論
の
問
題

第
十
巻

へ
第
二
號

一
Q
九
)

二
六
五



論

説

.
交
渡

り
意
義
`
交
通
論
の
問
題

第

十
巻

(
第
二
號

一
一
〇
)

二
六
六

通
の
場
合
に
は
之
を
遍
信
ε
云
ひ
、
財
貨
の
交
通
の
場
倉

は
之
を
羨

(叉
は
運
搬
・
運
蛾

輪
塗

ご
云
ふ
・

叉
交
轟

關
の
中
、
轟

に
用
ゐ
ら
る
・
移
動
の
機
關
は
特
に
之
を
蓮
逡
機
闇

云
ふ
。
故
に
交
纏

關
に
藩

一

的

の
設
轡

、動
的
の
蓮
潅

闘
志

・
鐸
で
あ
る
。
例

へ
蓬

路
σ
如
き
は
前
者
属

す
る
も
の
・船
舶
の
如

き

ぼ

後
書

摩

・
も
の
で
あ
・
。
而
し
て
人
の
交
通
の
場
倉

蓮
羅

讐

よ
る
喜

憂

之
を
人
の
薯

葺

一
　
ふ
.
運
。
・
,
や
ザ
.
ク
ス
の
如
き
は
、彼
蓄

所
謂
嚢

・
交
婆

・
…

饗

通
信
蓮
誉

同

視

・
居

婦

こ
も
、
之
は
正
確
を
映
一
観

察
で
あ
る
。
何

暮

れ
ば
、交
通
ε
云
ふ
薯

は
、
馨

の
所
謂
狭
義
に
於
て
も
・

ハ
井

ぴ
に
私
の
所
謂
第
二
義

に
於
て
も
、
人
や
思
想
や
財
貨

の
場
所
的
に
移
動
す
る
ご
ざ
、
そ
の
こ
ε
を
謂
ふ
の
で
あ

.

つ
て
、
運
送
通
信

ご
云
ふ
場
合
は
こ
の
人
や
思
想
や
財
貨
が
場
所
的

に
移
動
す

る
ご
き
に
ε
る
所

の
方
法
を
謂
ふ

…
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
之
は
人
の
交
連

の
場
合
を
考

へ
て
見

れ
ば
直

ち
に
分
る
。人
が
自
ら
歩
行
す

る
こ

ご
は
、

.

之
、
や
は
り
灌

の
劉

嚢

の
、
私
の
羅

第
二
義

の
交
通

で
あ
・
が
、之
鐙

春

雲

は
な

い
で
め
ら

う
・

、
亀
.

/
.

「、

三

菱
通
論
の
問
題

交
誓

云
ふ
概
宿

箋

義
第
二
義

の
別
あ
・
こ
・
、
而
し
て
陽

二
つ
の
嚢

農

狭
の
關
係

に
在

る
も
の
.

…
に
斐

・
こ
議

、
上
・
婆

・
所
に
吉

・
略
・
明
か
な
ら
ん
意

ふ
。
扱

て
笙

義
の
交
通
・
即
ち
人
指

.

互
の
間

r於

け
、。
欝

關
係
の
全
般

に
就
て
研
究
す

・
経

會
學
の
範
園

臆

す

る
所
で
あ
・
・
讐

學
に
於
て

B・ ・ght,a.a.0・,S .3;Sax,a.a.o.,s.、.



最

扱
ふ
所
咲

篁

,義
の
交
誓

中
に
て
は
財
貨
の
交
通
の
み
で
あ
る
・
之
を
私
ば
笙

議
論

繊
獅
講
嬢
交
週
窒

　
.

一
文
は
脛
濟
上
の
交
通
蓬
謂
ふ
。
軍
純
な
る
思
想
の
交
通
即
ち
求
人

の
思
想
が
他
人
に
傳
は
る
こ
ε
は
、
そ
わ
だ
け

　
で
は
経
済
現
象
で
は
な

い
。
從

っ
て
経
済
問
題
ε
ぼ
な
ら
な
い
。
思
想

の
交
通
が
経
済
問
題
ε
な
る
は
、
そ
が
経

一

濟

上

の
設
備
た
る
交
通
機
關
即
ち
此
場
合
に
於
て
は
逝
積
機
關
を
利
用
す

る
場
合

に
限
る
。
即
ち
例

へ
ぱ
私

が
成

人
に
時
候
の
挨
拶
を
な
す
は
経
済
上
の
事
柄

で
は
な
.い
。
待

っ
て
之
は
纒
濟
問
題

ご
は
な
ら
な
い
。
併
し
私
が
こ

の
時
候
の
挨
拶
を
す

る
爲

め
に
、
郵
便
な
り
電
信
な
り
又
ば
電
話
な
り
に
よ
る
ε
き
は
、
弦
に
初

め
て

一
つ
の
脛

…
濟
現
象
ご
な
り
て
現
は
れ
、
脛
濟
問
題
ご
な
り
得

6
。
但
し
此
場
合
に
は
、
そ
が
時
候
の
挨
拶
な
る
や
否
や
は
全

く
不
問
に
附
せ
ら
れ
、
只
箪
に
通
信
機
關
を
利
用
す

る
.腓

の

}
の
思
想
の
交
通

こ
し
て
取
扱
は
る
＼
の
で
あ
る
。

帥
ち
そ
は
第

一
義

の
交
通
ε
し
て
観
察
せ
ら
る
玉
の
で
は
な
く
て
、
第
二
義

の
交
通
ご
し
て
取
扱
は
る
＼
の
で
あ

る
。
然

る
に
第

一
義

に
於
け
る
財
貨

の
交
通
、
即
ち
甲
な
る
人
が
或
財
貨
を
自
己

の
支
配
よ
.り
離
し
て
乙
な
る
人

.

の
支
配
に
移
し
、
又
は
乙

な
る
人
の
支
配
よ
り
自
己
の
支
配
の
下
に
取
り
摩
る
こ
と
は
、
常
に

一
個
の
経
済
現
象

…
で
あ

る
。
故

に
之
は
経
済
學

の
正

に
取
扱

ふ

一、
き
所

で
あ

る
。
併

し
乍

ら
、
か

＼
る
経
済

現
象

は
一

或
財
貨

が

一
.『

「
H
「
r̀
=
3

田

9

・

一
)
用
い
=

・一「
.=
F
…
9

「

甲
な

る
人
の
支
配
を
離
れ
て
乙
な
る
人
の
支
配
に
入
る
ご
云
ふ
事
柄
は
一

交
換
若
し
く
は
分
配
で
あ

っ
て
、
所

へ

謂
交
通

論

の
取
扱

ふ
所

で
は
な

い
。

ボ

川
ク
ト
が
贋
義

の
交

通

ξ
な
す

も

の
、
即
ち
其
所
謂
経

済
上

の
交
通

な
る

.

も
、の
は
、
正

に
私
が
藪

に
第

「
義
中

の
狭

義

ξ
な
す

も

の
に
當

る
の
で
あ

っ
て
、
彼
が

.之

を
以

て
交
通

論

の
問
題

.

じ
あ
ら
す

ご
な
す

は
固
よ

り
當

然

の
こ
ε
で
あ

る
。
.

、

,

朧

眈

交
通
の
意
魅
`
炎
艶
論
の
問
題
.

第
十
巻

(第
二
號

一
一
一
)

一=
八七



論

説

交
垣

の
意
義

ミ
交
通
論

の
問
題

第
十
巻

(第

二
號

「
一
二
)

二
大
八…

.

然
ら
ば
我

が
交
通
論
の
取
扱
ふ
べ
き
所
は
即
ち
如
何
。
そ
は
私
の
所
謂
第
二
義

の
交
通
で
あ

る
。
即
ち
人
や
思

一
想
や
財
貨
が
場
所
的
に
移
動
す

る
現
象
を
、
そ
の
移
動
の
意
味
を
問

は
事
、
軍

に
移
動
現
象
ご
し
て
研
究
す

る
の

…
で
あ
る
。
此
等
が
學
街
上

の
、
政
治
上

の
、
察
激
上
の
、
肚
交
上
の
、
賂
九
経
湾
上
の
意
味
に
於
て
移
動
す

る
や
.

否
や
は
総
て
捨
て
問
は
な
い
。
そ
の
移
動

の
愚
昧
を
問

ひ
、
而
し
て
そ
が
経
済
上
の
も
の
な
る
の
故
を
以
て
、
経

　

補

題
ご
し
・、
轟

ふ
・
ら
ば
、
そ
蔀

ち
篁

義
・
…父
参

し
て
援

・
・
で
あ
・
て
、
前
述
・
㌍

財
募

交
通

の
み
之
に
入
り
來
b
、
交
換
論
叉
は
分
配
論
を
構
成
す

る
の
で
あ
る
。
我
が
交
通
論
な
る
も
の
が
経
済
學
上

「
。
於

。
る
特
殊

の

一
部
問
こ
し
。
成
芒

得

る
理
由
は
、
ご
移

動

・
藻

・
陰

ざ

る
の
讐

あ
る
.
而
し
て

,

…
人
や
思
想
や
財
貨

の
移
動
現
象
が
、
そ
の
移
動

の
意
味
を
詮
索

せ
ら
れ
赤
し
て
、
而
も
経
済
學

の

一
部
問
た
る
交

通
論
な
る
も
の
N
問
題

こ
な
る
は
、
交
通
機
関
ε
云
ふ
経
済
上

の
設
備
を
用
ふ
る
に
よ
り
、
そ
が

一
の
経
済
現
象

こ
な

る
か
ら
で
あ

る
。

さ
れ
ば
此
設
備
を
用
ゐ
ざ

る
交
通
、
例

へ
ば
無
道
の
原
野
を
逍
遥
す
る
が
如
き
、
水
泳
練

密

生
の
遠
泳
の
如
き
、
藷

喬

の
談
話
の
如
き
、
蕎

の
携
帯
の
如
き
は
・
人
感

想
・
財
募

場
所
的
移
動

…

…

は
相
襲

・
れ
・
も
・
庇
護

交
藷

の
問
響

は
な
ら
な
い
読

に
父
　

の

皿
与

る
垣

・
r
.

弩

翻

2一

父
こ

肺
な

る
も

を
和

す
る
.

雲

で
・

詳
し
く

日

漣

や一

…
の
経
済
現
象
で
あ

る
。

さ
れ
ば
交
連
論
は
叉
運
送

`
通
信

と
に
聞
す
る
纒
濟
問
題
を
取
扱
ふ
も
の
で
め
る
ご
謂
ふ

.

て
も
差
聞
は
な

い
。



…

、
蓬

欝

を
利
用
す
萎

霞

紅
垂

藷

の
恩

ε
怒

。
、讐

蜜

、
、隆

・
於
墨

譜

窪

繋

駐

学
.

.

は
、
圭

と
し
て
、
こ
の
交
連
機
關

な
る
も
の
を
利
用
す
る
交
通
に
よ
り
て
、
肚
會
の
冨
、
国
家
の
冨
、
個
人
の
富

,

一
の
増
殖
が
如
何
な
る
影
響

を
受
く
る
か
を
班
%
し
.
併
せ
て
如
何
に
せ
ば
之
に
よ
り
て
更
に
こ
の
増
殖
を
進

め
得

べ
き
か
の
政
策
を
研
究
す
る
に
あ
る
。
即
ち
換
言
せ
ぱ
、
交
通
機
關
を
利
用
ず
る
交
通
が
富

の
生
産
分
配
に
謝
し

一
て
有
す
る
關
係
を
闡
明
し
、
且

つ
生
・産

の
隆
盛
ε
分
離
の
適
正
ε
を
期
す
る
に
は
、
如
何
な
る
政
策
を
こ
の
交
通

…
に
黝
し
て
ご
る
べ
き
か
を
攻
究
す

る
に
あ
る
。
從

っ
て
之
が
爾
め
に
は
、
叉
、
交
通
機
關
の
経
済
上
の
性
質
を
明

…
か
に
し
、
且

つ
こ
の
交
通
槻
關
を
提
供
す

乃
公
私
企
業
の
経
済
的
性
質
を
究
む
る
必
要
が
め
る
.
此
に
於
て
交
通

…
論
は
先
づ
大
盤
、
交
通
機
關
論
、
交
通
企
業
論
、
交
通
政
策
論

の
三
大
部
に
分
ち
得
る
。
併
し
乍
ら
、
此
等
は
交

奮

の
援

ふ
ぺ
・
査

笹

目
竃

元
・
べ
き
・
の
で
あ
っ
て
・
此
襲

街
・
支
藩

ほ

之
に
附
随
す
る
所

.

の
二

つ
の
問
題
が
め
惹
。
そ
の

一
は
交
通
機
關
な

る
も
の

、
一
構
成
部
分
た
る
徒
業
員
に
關
ず
る
勢
働
問
題
で
あ

一っ
て
、
そ
の
こ
は
交
連
に
閲
す

る
保
険

の
問
題
で
あ
る
。
勿
論
、
前
者
は
元
来

一
般
勢
働
問
題
の

一
部
で
あ
り
、

後
者
も
亦
保
険
論

の

一
部
で
あ
る
が
、
只
ぞ
が
交
通
叉
は
交
通
機
關
ご
云
ふ
特
殊
方
面
に
關
嚇
し
居
る
の
故
を
以

.

て
、
便
宜
上
交
通
論
に
於
て
取
扱
ひ
得

る
の
で
あ
る
。

交
通
論

の
問
題
井
ぴ
に
其

一
般
的
構
成
は
右
に
述
ぶ
る
が
如

く
で
あ
る
が
、
併
し
交
通
論
は
通
常
交
連
機
關

の

種
類

に
從
ひ
縫
に
分
割
せ
ら
れ
、
海
上
運
送
論
、
河
川
運
送
論
、
鐵
道
連
逡
論
、
道
路
交
通
論
、
航
盛
運
迭
論
、

…
通
信
論
等
ご
な
り
、
其
者

≧
に
於
て
上
述

の
各
種
の
問
題

が
論
究
せ
ら

る
＼
こ
ε

、
な

っ
て
居

る
。
兄
・
一
・七
】

論

断

交
連
の
意
義
ピ
交
源
齢
の
問
題

第
十
巻

(第
二
號

一
=
二
)

二
六
九

「


